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研究要旨 

プリオン病感染予防ガイドライン 2008年版（以下 GL2008）が上梓されて既に 5年が

経過した。本年度も CJDサーベイランスに参加するとともに、CJDインシデント事例

の現地調査等を行い、GL浸透に必要な要素を検討した。また、CJDサーベイランスに

おける脳波検査の取扱いに関する検討を行った。 

 

 

Ａ.研究目的 

プリオン病感染予防ガイドライン 2008 年版

（以下 GL2008）が上梓されて既に 5年が経

過した。これまで、神奈川県における GL浸

透調査や定位機能外科領域における GL 浸透

調査を行ってきた。GL2008 の実施が浸透す

れば CJD インシデント認定されるケースは

減少する。本年度みとめられた 1 例の CJD

インシデント事例を現地調査等により検討し

た。また今年度は形成外科領域において GL

に関する学会発表を行い、同領域での GL理

解を促した。 

一方、これまで CJD サーベイランスにおい

て脳波検査がなされている。脳波検査は診断

基準等にも採用されている重要事項であるが、

最近の検査機器の進歩に対応してどのように

すればデーターをより効率よく生かせるか、

という視点での検討を行った。 

 

Ｂ.研究方法 

CJD サーベイランスに参加するとともに、1

例の CJD インシデント事例について現地調

査を行った。脳波検査の検討においては、既

サーベイランスデーターから後方視的に検討

を行った。平成 26年度第 1回 CJDサーベイ

ランス委員会で検討された新規症例における、

調査票添付資料としての脳波データー記録用

紙・コピー画像を検証した。 

(倫理面への配慮) 

CJDサーベイランス・インシデント事例検討

ともに、個人情報の流出がないように配慮し

た。 

 

Ｃ.研究結果 

【結果：脳波データー検討】 

脳波検査状況の調査対象となる新規検討症例

は 194例であった。このうち脳波データー添

付されたのは 17 例であった。①脳波取得年

月日は全例調査票の記載と凸合にすることに

より判明した。②誘導・振幅・フィルター条

件のいずれか記載あり 12/17③双極誘導表示 

１/17④脳波検査報告書の添付 4/17⑤複数

回の脳波データー添付 1/17、⑥デジタルデー

ターのプリントアウト 10/17 という結果で

あった。 

【結果：形成外科領域での演題発表】 

形成外科領域では、GL2008 の理解を進める

余地があると考えられた。 

 

 



 

Ｄ.考察 

CJD 診断における脳波検査の位置づけは極

めて重要である。脳波検査記録用紙や検査所

見はしばしば判定の対象となっており、10秒

間の脳波検査記録用紙コピーが１枚あるだけ

で PSD の有無が視認され、診断をより確実

なものとしてきた。PSDは画一的でなく徐波

化した脳波所見が将来 PSD に移行する、と

いうものがある一方、過去には PSD 様所見

を有する患者においても CJD が否定される

症例も少なからずあり、客観性をもった真の

PSD とは何かを追求する余地がある。また、

個々の CJD 患者では日内変動があるのか或

いはどのような臨床状態で PSD が消失して

いくのか、通常周波数外の高周波信号などデ

ジタル信号解析で判定できる点はないのか、

その上での脳波所見と遺伝子多型との関連は

何か、など、解決されるべき問題点も存在す

ると考えられた。 

GL2008 に関する演題発表（形成外科領域）

では、GL2008 に対する関心を高める余地が

あるものとの印象をもった。 

 

Ｅ.結論 

CJDサーベイランスにおいても、今後の脳波

データー蓄積にはデジタル化データーを収集

することによる検討が、より正確な診断への

蓄積になると考えられた。 

GL2008 の将来的な改定にあたっては、形成

外科領域とも密に連絡したうえでの対応が有

用であるものと考えられた。 
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